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地域おこし協力隊通信

　

槻
川
小
学
校
の
人
権
教
育
の
目
標

は
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
人

権
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
を
深
め
、

様
々
な
人
権
問
題
を
解
決
し
よ
う
と

す
る
児
童
を
育
成
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
目
標
を
受
け
、
「
人
権
を
尊
重

し
あ
う
学
級
集
団
の
育
成
」
「
指
導

法
の
工
夫
改
善
」
「
教
育
相
談
体
制

の
充
実
」
「
様
々
な
人
権
問
題
を
解

決
し
よ
う
と
す
る
子
ど
も
の
育
成
」

「
人
権
感
覚
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用
」

を
指
導
の
重
点
と
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
こ
の
重
点
を
具
体
化
し
、
低

学
年
で
は
、
「
友
だ
ち
と
仲
良
く
し
、

だ
れ
と
で
も
協
力
で
き
る
子
」
。
中

学
年
で
は
、
「
一
人
一
人
の
友
だ
ち

「
槻
川
小
学
校
の
人
権
教
育
」

を
大
切
に
し
、
相
手
の
立
場
に
立
っ

て
考
え
る
子
」
。
高
学
年
で
は
、

「
差
別
や
偏
見
を
持
つ
こ
と
な
く
、

公
平
に
接
し
、
自
他
の
人
権
を
尊
重

す
る
子
」
を
学
年
の
取
り
組
む
べ
き

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
人
権
教
育
の
指
導
の
重

点
や
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
次

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
１
つ
め
は
、
縦
割
り
活
動
（
全

校
児
童
を
10
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
）

に
よ
る
異
年
齢
集
団
の
ふ
れ
あ
い
が

あ
り
ま
す
。
２
つ
め
は
、
全
校
児
童

の
人
権
作
文
・
人
権
標
語
へ
の
取
り

組
み
で
す
。
３
つ
め
は
、
好
ま
し
い

人
間
関
係
を
築
く
た
め
に
生
活
ア
ン

ケ
ー
ト
や
個
人
面
談
を
行
い
、
い
じ

め
の
早
期
発
見
、
早
期
対
応
に
努
め

て
い
ま
す
。
４
つ
め
は
、
友
だ
ち
の

よ
さ
を
認
め
合
う
、
授
業
に
お
け
る

「
学
び
合
い
」
で
す
。
こ
の
ほ
か
に

も
、
人
権
感
覚
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用

し
た
授
業
を
行
う
な
ど
、
全
教
育
活

動
を
通
し
て
、
人
権
を
守
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ば
せ
て
い
ま
す
。

　
　

槻
川
小
学
校
主
幹
教
諭

　
　
　
　
　
　
　
　
　

笠
井　

秀
樹

生年月日　平成２６年１２月１４日

　　　　　　　　　　（大字奥沢）

お父さん　正　利　さん

お母さん　多恵子　さん

　はじめまして、ぼくの名前はかけ

るです！

　ごはんとバナナとパンが大好物♪

ジィジとバァバが作ってくれたお米

をいっぱい食べて、あんよの練習を

がんばるぞー！！

　１月６日（水）に和紙の子児童クラブで凧作り教室が開催され
ました。
　これは地元学を通した学童活用企画の第２回目で、今回はお正
月にちなんで凧とすごろくをみんなで作って遊びました。
　実際に和紙に触れたりちぎったりして他の紙との違いを体感し、
○×クイズで和紙の作り方・歴史・豆知識を学んでから、凧を作
って飛ばしまし
た。みんな和紙
に興味津々で、

東秩父を
全力応援

！

それぞれが気付いた点や感想を積極的に発表してくれました。
初めての凧作りは少し難しい所もありましたが、高学年の子
が低学年の子を教えたり自然と協力し合える姿が素晴らしか
ったです。
　楽しみながら地元について学び、生まれ育った村のことに
少しでも関心を持ってもらえたら嬉しいです。

※地元学とは、地域の魅力ある資源を再発見・再認識することで地

　元への誇りを醸成するといった地域に根差した学びのことです。


